
東温市事務事業評価シート　令和元年度実施事業対象

№ ― 2

年度 ～

① ④

② ⑤

③

単位 平成 30 年度 令和 元 年度 令和 2 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

30 元 2

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 2 4

4 4 2 4

事業の目的 最終的
地域の課題を地域自ら解決することができる住民自治
の地域づくり、地域主導のまちづくりを推進します。

今年度
コミュニティ意識の高揚、自治会への加入促進、自治活動支
援事業の拡充に努めます。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 総務課 係　　名 広報広聴・男女共同参画係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

地域と自治活動推進委託契約を締結し、各自治会等の実情
に則したまちづくりを推進します。

地区管理遊具について、点検業務を委託することで利用者の安
全を図ります。

加入促進チラシを更新し、コミュニティ意識の高揚及び自治
会への加入促進を図ります。

特殊建築物の定期調査を実施し、集会所の安全を確保します。

コミュニティ施設整備に対する支援の充実により、コミュニティ
活動の活性化の推進を図ります。

成果指標

指標名

公的関与

089‐964-4400 メールアドレス soumka@city.toon.ehime.jp

（３）コミュニティ活動の活性化支援

事業区分

事業の対象 自治会等 根拠法令

総合計画 政策目標 第５章 みんなでつくる協働・自立のまち 政策項目 ３ 地域コミュニティの育成

001 2005 事務事業名 自治会コミュニティ補助事業 細事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由 最終目標

自治会加入率
全世帯数に対する自治会加入世
帯の割合

％
70 70 70 80

67 66

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 総務

直接事業費

平成 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 77,900

その他特定財源 74,567 45,342 81,438

一般財源 86,536 21,495 28,835

0.287 1,760 0.285 1,779 0.285 1,780

臨時職員工数・経費 0.099 197 0.099 197 0.099 196

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 広報広聴・男女共同参画係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

自治会加入率は減少していますが、世帯数が増加しているなか、自治会加入世帯数は維持しており、マンションやアパートの入所者に対する自
治会加入を促す策を講じる必要があります。

効率性 事業内容や実施手段は適当と考えます。

改　革
計　画

マンション等の立地する自治区長と協議検討を進めます。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

若い世代を中心に、自治会への加入率が減少していると思われますが、特にマンションやアパートへ転入・転居等される方に対し、自
治会への加入促進に努めてください。

二次評価者 総務課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 163,059 68,812 190,149

計(Ａ) 161,103

期間設定なし

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

自治活動推進事業は、各地区の実情に合わせて、地域の美化清掃、防犯・防災活動及びコミュニティ活動などに対して利活用されています。

有効性 宅地開発が進み、マンション等の入居者が増え世帯数が増加するなか、事業内容は維持しつつ自治会加入促進に努めることが有効です。

達成度 近年の社会情勢を鑑み、目標設定値を見直す必要があります。

必要性

66,837 188,173

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

mailto:soumka@city.toon.ehime.jp


東温市事務事業評価シート　令和元年度実施事業対象

№ ― 2

年度 ～

① ④

② ⑤

③

単位 平成 30 年度 令和 元 年度 令和 2 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

30 元 2

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 4 4

4 4 4 4

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 3,294 9,545 2,793

計(Ａ) 2,074

期間設定なし

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

ホームページは、平常時や災害等緊急時においても市民等に対して広く迅速に情報を伝達するために必要な媒体です。

有効性 効果的な情報発信のためには、月1回発行の広報誌や即時性の高いHPやSNS等のツールを連携させて活用していくことが重要です。

達成度
ウェブアクセシビリティ（高齢者や障がい者を含めて、誰もがホームページで提供される情報を支障なく利用できること）だけでなくユーザビリティ
（一般利用者の情報の探しやすさ）にも配慮することで、満足度の高いHPを目指します。

必要性

8,259 1,506

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 広報広聴・男女共同参画係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

リニューアル時の全ページ見直しにより向上したアクセシビリティが、経年によりページの質が低下する可能性があるので、情報の質の維持に努
める必要があります。

効率性 事業内容や実施手段は適当と考えます。

改　革
計　画

年に一度アクセシビリティに関する研修会を開くことで、ページの質を維持した情報発信を継続します。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

ホームページのリニューアルにより、ホームページが閲覧しやすくなりました。今後は、平常時や災害時等において市民に対して広く、
常に新しい情報提供に努めてください。

二次評価者 総務課長
総　合
評価点

0.199 1,220 0.206 1,286 0.206 1,287

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 2,074 8,259 1,506

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 総務

直接事業費

平成 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

計算式又は指標設定理由 最終目標

事務の性質上、指標設定になじ
まない。

公的関与

089‐964-4400 メールアドレス soumka@city.toon.ehime.jp

（２）広報・広聴活動の充実

事業区分

事業の対象 市民等 根拠法令

総合計画 政策目標 第５章 みんなでつくる協働・自立のまち 政策項目 ４ 市民と行政との協働のまちづくりの推進

001 2012 事務事業名 ホームページ管理事務 細事務事業名 ホームページ管理に関する事務

主要施策

非該当 事業期間

事業の目的 最終的
ホームページを活用して行政情報を積極的に提供し、
また、住民等からの意見を行政に反映させる仕組みを
確立します。

今年度 ホームページを活用して広報・広聴活動の充実に努めます。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 総務課 係　　名 広報広聴・男女共同参画係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 一部委託 実施計画

市民と行政との情報の共有を図り、市政への共同参画を促し
ます。

イベント情報を伝えます。

市役所からのお知らせを伝えます。

市民等からの意見や情報を収集し、行政事務に反映させま
す。

成果指標

指標名

mailto:soumka@city.toon.ehime.jp


東温市事務事業評価シート　令和元年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～

① ④

② ⑤

③

単位 平成 30 年度 令和 元 年度 令和 2 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

30 元 2

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

3 4 3 3

3 4 3 3

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 1,560 738 825

計(Ａ) 340

期間設定なし

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

男女共同参画社会の実現に向けて、性別役割分担意識の解消等における意識啓発を図る必要があります。

有効性 講演会等の実施効果は顕著に表れるものではないため、継続して実施する必要があります。

達成度 男女共同参画社会の実現のために、関係各課とも連携して事業を実施していく必要があります。

必要性

120 207

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 広報広聴・男女共同参画係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

ワーク・ライフ・バランスに関する意識啓発や性別役割分担意識の解消、ひめボス（イクボス）の取組などを推進していく必要があります。

効率性 目標とする男女共同参画社会の実現に向けた効果的な実施方法を、多方面から検討する必要があります。

改　革
計　画

「第2次東温市男女共同参画計画」に基づき、施策を円滑かつ効果的に推進していくとともに、ひめボス（イクボス）についても、ノー残業デーの徹
底や研修会参加の呼びかけなどの取組を進めていきます。

今後の方向性 拡大・充実達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

現在、働き方改革やひめボス（イクボス）等について取り組んでいますが、今後も、男女共同参画社会の実現に向けた研修会等、効果
的な取組を検討してください。

二次評価者 総務課長
総　合
評価点

0.199 1,220 0.099 618 0.099 618

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 340 120 207

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 総務

直接事業費

平成 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

市職員の役付職員（係長以
上）の女性の割合

市職員の役付職員（係長以上）
における女性の割合

％
35 35 35 35

30 27

計算式又は指標設定理由 最終目標

審議会等に女性委員が占め
る割合

審議会等委員の女性委員が占め
る割合

％
40 40 40 50

36 36

女性防災士の割合 女性防災士が占める割合 ％
30 30 30 30

17 17

公的関与

089‐964-4400 メールアドレス soumka@city.toon.ehime.jp

（１）男女共同参画の支援に立った意識改革

事業区分

事業の対象 市民、職員、企業等 根拠法令 男女共同参画社会基本法

総合計画 政策目標 第５章 みんなでつくる協働・自立のまち 政策項目 ２ 男女共同参画社会の形成

001 2015 事務事業名 男女共同参画事務 細事務事業名

主要施策

該当 事業期間

事業の目的 最終的
男女が互いに人権を尊重しつつ責任を分かち合い、性
別にとらわれることなくその個性と能力を発揮できる男女
共同参画社会を実現します。

今年度
「第２次東温市男女共同参画計画」に基づき、目標施策の円
滑かつ効果的な推進を図ります。

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 総務課 係　　名 広報広聴・男女共同参画係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

男女共同参画の視点に立った意識改革を目的に、市民を対
象とした講演会及び職員を対象とした研修会を実施します。

広報誌やホームページなどを通じて、男女共同参画に関する意識
啓発を行います。

関係課と連携し、審議会等委員への女性委員の登用促進を
図ります。

男女共同参画社会の実現を目指して活動する団体「きらり東
温」に対し、活動に対する補助を行います。

成果指標

指標名

mailto:soumka@city.toon.ehime.jp

